
平成30年4月、けやき台小学校と若葉小学校は統合し、新たに「若葉台小学校」と
してスタートしました。統合した２校の歴史と伝統を受け継ぎ、子どもたちと地域
が未来に向けて夢と希望を持てる、校歌歌詞と校章デザインをお寄せください。 

募 集 案 内 

応募資格 立川市在住の方 
立川市外在住の方（卒業生など、若葉台小学校に所縁のある方に限ります） 

応募方法 
応募用紙に必要事項を記入し、次のいずれかの方法で応募してください。 
①若葉台小学校と立川第九中学校に設置の応募箱に投函 
②立川市教育委員会（下記問合せ先）に、直接、郵送またはＥメールで提出 
  

※応募用紙は上記①②にも備えつけてあります。市ホームページからダウンロードも  
  できます。 

その他 
採用された作品を応募された方には感謝状を贈呈し、広報たちかわや市ホームペー
ジ等で氏名を公表させていただきます。 

 校歌歌詞
と校章の 
決定方法と 
発表 

について 

・ご応募いただいた歌詞と校章デザインを若葉台小学校、若葉台小学校校歌校章検  
 討委員会及び教育委員会で審査の上、決定します。 
 
・校歌と校章は、平成31年2月に開催予定の若葉台小学校開校記念式典でお披露目 
  する予定です。また、広報たちかわや市ホームページなどでお知らせします。 

応募締切 平成３０年５月３１日(木) ※必着 

 ○自ら学ぶ子（自分から学び、深く考え、行動する子ども） 
 ○心豊かな子（生命や人権を尊重し、みんなと協力する心豊かな子ども） 
 ○元気な子 （未来を切り拓き、世界や社会で活躍する元気でたくましい子ども） 

問い合わせ先 
 立川市教育委員会 学務課 学務保健係  若葉台小学校の校歌歌詞・校章募集担当  
 （市役所２階６１番窓口） 
 〒１９０－８６６６  立川市泉町１１５６－９ 
 電話   ０４２－５２３－２１１１（内線２５１５） 
 Ｅメール gakumu@city.tachikawa.lg.jp 

ゆ か り 

若葉台小学校教育目標 

作曲・編曲 
作曲は市内在住のジャズピアニストで「たちかわ交流大使」の山下洋輔氏へ、編曲は
本市と連携協定を締結している国立音楽大学へ依頼します。 



応募要領（共通） 

① 応募用紙は所定の様式、またはＡ４版縦置きのものを使用してください。 
② 作品に込めた思いなどを応募用紙に明記してください。 
③ 応募作品の一部を若葉台小学校、若葉台小学校校歌校章検討委員会及び教育委員会で補作・ 
  修正することもあります。ご了承ください。 
④ 応募作品は、応募者が創作した未発表のオリジナル作品に限ります。 
⑤ ご応募いただいた案に関する権利は、立川市教育委員会に帰属します。 
⑥ 応募作品の著作権などについて、第三者から異議申し立て、苦情などがあった場合は、費用負 
  担などを含め応募者の責任において対応するものとします。 
⑦ いただいた氏名・住所等の個人情報は、この目的以外には使用しません。 
⑧ 応募にかかる費用は応募者の負担とし、応募作品は返却しません。 

校 歌 の 歌 詞  

① 「けやき」「若葉」「富士」を必ず入れてください（漢字・ひらがなは問いません）。 
      

② 「夢」「笑顔」「絆」「友（だち）」「協力」「双葉」「かがやく（かがやけ）」  「仲良く」の８つの言葉から、 
  ２つ以上の言葉を入れてください。 
  ※８つの言葉は、統合された両校の全校児童から寄せられた意見をもとに、両校の５年生が交流 
    授業でまとめた言葉です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ ２番または３番まで、同じ音数で作成してください。 
④ 小学生にも理解できる親しみやすい歌詞としてください。 
⑤ 校名「若葉台小学校」は、歌詞に入れなくても構いません。 
⑥ 題名は記入しなくても構いません。 

校章デザイン  

① カラー、モノクロのどちらでも構いません。ただし、モノクロの場合は、審査の過程で色づけする 
  ことがあります。 
② モノクロで表現してもイメージが損なわれないものとしてください。 
③ 色は白を含めて６色以内としてください。 
④ グラデーションは使用しないでください。 
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・のびゆく若葉が無限にはば 
 たく様子を象徴化 
・おおらかに抱き合う双葉は 
 協力、ここから芽生える限 
 りない進歩を意味します。 
・立ち上がり向き合う葉は立 
 ち姿、「小」は川を意味し、 
 立川の子どもであることを 
 表しています。 

市民の皆さんからの公募案を参考に、立川市新学校設立検討委員会、立川市教育委員会で
の議論を経て決定しました。具体的には、「共に学び共に育つ学校づくり」という学校づ
くりの理念を踏まえ、統合するけやき台小学校と若葉小学校の校名を生かすことにより二
校の児童、教職員、保護者、地域の方々が共に寄り添い力を合わせ新たな学校づくりに取
り組もうという思いを込めるともに、「若葉」のように未来に向かって子どもたちが成長
していくことを願って、また、統合する両校が同じ若葉町内にあり、また、段丘の上にあ
るという地域特性も表すことから、新しい「学校の校名を「若葉台小学校」としました。 

３枚のケヤキの葉
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